




On Foreign Language Education of the Universities in Social Transformation Time: 





With the aim of developing an improved level of globalization, multilingualism, and 
multiculturalism, the higher education institutions in Japan have, in recent years, generally adopted 
the model of English plus a second foreign language. Since being established in 1975, Fukuyama 
University has produced a great number of graduates. To investigate the possible problems in 
teaching and learning foreign languages during a time of social transformation, the author 
conducted an investigation of 115 previous graduates. Based on the results of the survey, it is 
concluded that the university graduates are recognizing the need within society to use various 
foreign languages in addition to English. Moreover, an opinion exists that foreign language 
education should also focus on improving communication skills, encouraging students to obtain 
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福山大学の場合は、「全人教育」と「国際性を培う基礎とするため」、建学当初（昭和 50 年）、英語、

















本アンケートの調査は、福山大学が 2017 年 11 月 25 日に開催した、平成 29 年度、「卒業生による学
生のための業界説明会」7の機会をとらえて調査を実施した。同会には 97 社、卒業生 186 名が参加し
た。筆者は三谷康夫就職委員長に依頼して、説明会において、各社に勤務している卒業生にアンケー
トを配布し回答してもらった。アンケート回収数は 121 部であり、回収率は 65%であった。121 部の










ぞれ 7％と 6％と 5％で、全体の
2 割程度しか占めなかった。就


















 変容する社会における大学の外国語教育の課題 ―福山大学の卒業生に対するアンケートから― 27 
就職先の業種を、図 2 の「全学部を通じた就職先の業種」と図 3 の「学部別にみる就職先の業種」
を比べてみると、全学部の就職先の業種で最も多いのは「製造業」が 22％（そのうち、工学部 12％、
経済学部 6％、人間文化学部と生命工学部がそれぞれ 2％）、2 番目に多いのは「金融・保険業」17％
で（そのうち、経済学部 14％、人間文化学部と工学部と生命工学部がそれぞれ 1％）、「小売り・卸売・
飲食業」は 16％（そのうち、経済学部 10％、生命工学部 3％、工学部 2％、薬学部 1％）、「サービス
業」は 15％（そのうち、経済学部 8％、工学部と人間文化学部がそれぞれ 3％、生命工学部 1％）、「建
設業」は 15％（工学部 11％、経済学部 3％）である。「その他」は、調製薬局、病院、広告、教育、官
公庁の回答であった。 
 
図 2 全学部を通じた就職先の業種 
 
 
図 3  学部別にみる就職先の業種 
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次に、就職先の職種を、図 4 の「全学部を通じた就職先の職種」と図 3 の「学部別にみる就職先の
職種」を比べてみると、全学部の就職先の職種で最も多いのは「営業系」で 28％（そのうち、経済学
部 22％、工学部 3％、生命工学部 2％、人間文化学部 1％）、2 番目に多いのは「事務系」の 14% ( 
その内訳は、経済学部 9％、人間文化学部 3％、工学部と生命工学部がそれぞれ 1％）、「技術系」は 13％
で、全員工学部である。「IT／エンジニア系」6％（そのうち、工学部 4％、経済学部 2％）、同じく「金
融系」6％（そのうち、経済学部 5％、人間文化学部 1％）、「医療系」6％（そのうち、薬学部 3％、生




図 4 全学部を通じた就職先の職種 
 
 






































































































無回答 その他 公務員 教師
クリエイティブ系 技術系 医療系 金融系
専門職系 営業系 サービス・販売系 IT/エンジニア系
製造・物流・作業系 研究・開発系 企画系 事務系
 変容する社会における大学の外国語教育の課題 ―福山大学の卒業生に対するアンケートから― 29 
就職年数についてみると、図 6 で示したように、「1～5 年」は経済学部と工学部が最も多く、18％
と 10％で、次は生命工学部 4％、薬学部 3％、人間文化学部 1％の順である。調査した卒業生の卒業し
た年数が 1～5 年以内のほうが 3 割以上占めていることが示されている。 
 
 










1 年、2 年、4 年の学習者で、フランス語の場合は、1






























































人間文化学部 経済学部 生命工学部 工学部 薬学部
1～5年 6～10年 11～15年 16～20年 21～25年
26～30年 31～35年 36～38年 無回答
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図 8 初修外国語の学習年数 
 
在学中取得した語学資格については、取得したのはわずか 2％（2 名）で少なかった。詳しく見る
と、中国語の資格 HSK3 級を持つのは 1 名と英語資格の TOEIC と HSK5 級を持つのは１名であった。 
注：HSK5 級と TOEIC の資格を持つ者は同一人物である。 






















TOEIC 1 名 






HSK3 級 1 名 
（経済学部・就職 2 年目） 
HSK5 級 1 名 































 変容する社会における大学の外国語教育の課題 ―福山大学の卒業生に対するアンケートから― 31 
表 1 「聞かれた」の詳細 
就職年数 就職先 業種 職種 学部 
1 県内 卸売・飲食業 営業系 経済学部 
1 県内 製造業 事務系 工学部 
2 県内 無回答 営業系 経済学部 
2 県内 金融・保険業 営業系 経済学部 
3 県内 サービス 営業系 工学部 
4 県外 卸売・飲食業 サービス・販売系 経済学部 
6 県内 卸売・飲食業 営業系 経済学部 
 




































とてもそう思う ある程度そう思う 分からない あまりそう思わない 全くそう思わない


















「よく使う」のは研究・開発系で 33％、次に多いのは金融系の 17％である。「時々使う」のは IT・エ
ンジニア系 71％、次に多いのは製造・物流・作業系の 67％である。「あまり使わない」のは教師が最
も多く 66％、「全く使わない」のは企画系とクリエイティブ系 100％であった。 
 
図 13 職種からみた仕事上の外国語の使用状況について 
 
では、「よく使う」と「時々使う」を回答した者は、どんな外国語をよく使うかについての質問では、
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よく使う 時々使う あまり使わない 全く使わない
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図 14 在学中外国語学習してよかったかについて 
 
 次に、母国語以外で仕事や生活に一番役に立った言語についての設問への回答を見ると、英語は








最後の項目は海外留学についてである。回答者 115 名のうち、海外研修ないし留学経験者は 5 名で
あった。この 5 名について、詳しく見ると、表 2 で示した通りである。 
 
表 2 海外留学の経験 
留学先 人数 留学期間 出身学部 就職年数 業種 職種 
中国 1 1 年間 経済学部 2 年目 不明 営業系 
中国 1 1 か月 経済学部 2 年目 金融・保険業 営業系 
中国 1 1 か月 経済学部 3 年目 金融・保険業 営業系 
中国 1 1 か月 経済学部 5 年目 卸売・小売り・飲食業 営業系 






























・英語に関する資格。〔人間文化学部（就職 6 年目）、経済学部 2 名（就職 2 年目・24 年目）、工学部
4 名（就職 17 年、3 年、10 年、36 年目）〕 
・資格を多くとっているほうが得です。（薬学部・就職 1 年目） 
 
(3) 海外留学について（8名がコメントを記述） 
・スキルアップのためには、積極的に行ったほうが良いと思われる。（人間文化学部・就職 6 年目） 
・グローバル化の速度が速いですから、視野を広げる意味でも、是非経験してください。（工学部・就
職 36 年目） 
・海外留学は学生の頃しか経験できないので、すればよかったと思う。（工学部・就職 2 年目） 
・留学などで、実際に語学に触れることが大切だと思います。（工学部・就職 17 年目） 
・在学中でないと経験できないので是非してください。（薬学部・就職 1 年目） 
・機会があれば行ったほうが良い。(経済学部・就職 38 年目) 
・留学などで、実際に語学に触れることが大切だと思います。(工学部・就職 17 年目） 





命工学部・就職 2 年目） 
・外国語教育も大事だが、まず、本人のコミュニケーションアップにつながるような外国語教育を取
り入れてみてください。就職説明会などで話をするのが苦手な学生さんが見受けられます。（人間文
化学部・就職 6 年目） 
・英語の話せる薬剤師育成は大学の魅力・武器となるのではと感じる。外国人患者も一定数おり、仕
事上の必要性も感じる。（薬学部・就職 15 年目） 
・英語・中国語に接する仕事・場面が多いが、日本語以外の言語をマスターするには、コミュニケー
ションを取るのに大変重要なので、どんな言語でもよいので、興味がある言語をマスターするほう
が良い。必ず、強味になると思う。（工学部・就職 20 年目） 
・社会経済が人手不足という課題になっています。技術職・福祉職など、外国の方への雇われが必要
となっています。自社で外国の方への対応が出来ることが求められますので、外国語教育を学ぶこ
とをお勧めします。（経済学部・就職 33 年目） 
・中国に生産拠点を持つ企業が増えています。中国語を教育に取り入れることは有効だと思います。
（経済学部・就職 31 年目） 
・文科省でも「話せる英語」を課題としてとらえ、小学校の教育課程にも、英語が取り入れられてい
ますが、就職のことのみでなく、21 世紀に生きる国際人として、英語を話せることは、大切なこと
であり、人生も豊かになる手掛かりの一つであると考えます。（工学部・就職 36 年目） 
・実際に外国の方と話す機会をもっと増やしてほしい。（薬学部・就職 1 年目） 
・英語は今後必要です。（工学部・就職 32 年目） 
・教職へ進むのであれば、英語でも技術系の英語を学んだほうが良いと思います。英会話など必要な
場面には、あまり出会うことはありませんが、広い人間関係を作るには必要かもしれません。（工学
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部・就職 32 年目） 
・もっと実用的な英語力を学生時代に学んでおけば良かったと思う。（経済学部・就職 17 年目） 
・実用的なビジネス英語、コミュニケーションで必要な語学などがあればよいと思います。（経済学
部・就職 6 年目） 
・授業としての外国語教育ではなく、会話重視の教育に注力したほうが社会で非常に役立つと思いま
す。（経済学部・就職 24 年目） 
・古いですから分かりませんが…今後、外国語は必要であると感じる。①英語 ②欧州関係（ドイツ
語）…技術はアメリカ・ドイツ中心。今後も分からない…一時的に投資目的で外国語を変えていく
ことはないと考える。（経済学部・就職 37 目） 
・英会話ができればよいと思います。グローバル化が進んでいるため。（工学部・就職 19 年目） 
・外国語教育は積極的に行ったほうが良い。海外での仕事が多いため、選択が広がります。（工学部・
就職 11 年目） 
・ドイツ語を楽しく学べるとよい。（薬学部・就職 31 年目） 




・必須項目になる可能性があり、勉強すべき。（経済学部・就職 2 年目） 
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【注】
1 岩崎克己「日本の大学における初修外国語の現状と改革のための一試案/主に、ドイツ語教育を例に
して」『広島外国語教育研究』第 10号、2007年 3月、57頁。 
2 本間直人・王凌「大学における初修外国語教育の意義について」『外国語教育研究』第 10号、2007
年 11月、37頁。 


































福山大学 大学教育センター  劉国彬 
 
・性別：①男 ②女     
・在学中の学部：①経済学部 ②人間文化学部 ③工学部 ④生命工学部 ⑤薬学部    
・就職先：①県外  ②県内 
・就職先の業種：①農業 ②林業 ③水産業 ④鉱業 ⑤建設業 ⑥製造業 ⓻電気・ガス ⓼運輸・通信業 ⑨卸売・
小売・飲食業 ⑩金融・保険業 ⑪不動産業 ⑫サービス業 ⑬その他（     ） 
・就職先の職種：①事務系 ②企画系 ③研究・開発系 ④製造・物流・作業系 ⑤IT・エンジニア系 ⑥サービス・
販売系 ⓻営業系 ⓼専門職系 ⑨金融系 ⑩医療系  ⑪技術系 ⑫クリエイティブ系 ⑬教師 
⑭公務員 ⑮その他（     ） 
・就職して   年目 
㈠あなたの大学在学中のことについて回答してください。     
１.大学でどんな外国語を勉強しましたか。（複数選択可） 
①英語  ②中国語   ③フランス語  ④ドイツ語 
２．大学でそれぞれを何年勉強しましたか。（複数選択可） 
英語：    ①1年  ②2年  ③3年  ④4年  ⑤その他（   ） 
中国語：   ①1年  ②2年  ③3年  ④4年  ⑤その他（   ） 
ドイツ語：  ①1年  ②2年  ③3年  ④4年  ⑤その他（   ） 
フランス語： ①1年  ②2年  ③3年  ④4年  ⑤その他（   ） 
3．在学中、外国語関係の資格を取得しましたか。 
①はい  ②いいえ 
４．①「はい」を答えた方は、具体的にどんな資格ですか。（複数可） 
 ①英語系        ②第二外国語関係           
5．何級まで合格しましたか。（複数可） 
 ①英語系        ②第二外国語関係           
㈡あなたが就職活動した際のことについて回答してください。 
６．就職活動したときに、「どんな外国語を勉強したか」を聞かれましたか。 
①聞かれた   ②聞かれなかった   ③覚えていない 
７．就職活動した際に、外国語の資格を取得して役に立ったと思いますか。 
①とてもそう思う②ある程度そう思う ③分からない ④あまりそう思わない ⑤まったくそう思わない 
８．あなたは就職活動に成功したので、外国語の資格または勉強したと関係があると思いますか。 
①とてもそう思う②ある程度そう思う ③分からない ④あまりそう思わない ⑤まったくそう思わない 
㈢あなたの現在に従事している仕事について回答してください。 
９．今の仕事で外国語を使いますか。 
①よく使う  ②時々使う  ③あまり使わない  ③まったく使わない 
10．問９で①あるいは②を回答した場合、具体的にどんな外国語を使いますか。（複数選択可） 
①英語  ②中国語  ③ドイツ語  ④フランス語 
11．あなたは、大学在学中に外国語を勉強してよかったと思いますか。 
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①とてもそう思う②ある程度そう思う ③分からない ④あまりそう思わない ⑤まったくそう思わない 
12.あなたは今、母国語以外に、仕事や生活に一番役に立った言語はどれですか。 
①英語 ②中国語 ③フランス語 ④ドイツ語 
13．大学で新たに外国語科目を開設することすれば、どんな言語を望みますか。 
①韓国語 ②スペイン語 ③その他（    ） 
㈢あなたの海外留学経験について回答してください。 
14．在学中、海外留学プログラムに参加したことがありますか。 
①はい  ②いいえ 
15.①はいと回答した方は、留学先はどの国でしたか。 
①アメリカ  ②中国  ③ドイツ  ④フランス   ⑤その他（    ） 
16．「①はい」を選択した方は、留学期間はどのぐらいでしたか。 
①短期（1か月以内）   ②3か月  ③半年   ④一年   ⑤一年以上 
17．「①はい」を選択した方は、留学経験は就職活動の際に役に立ちましたか。 
①とても思います  ②思います ③分かりません ④思いません  
18．「①はい」を選択した方は、留学経験は就職後の仕事に役に立ちましたか。 
①とても思います  ②思います ③分かりません ④思いません  
19．あなたは先輩として、在学中の後輩に外国語学習に関して、アドバイスがあれば、書いてください。 
 
 
20．あなたは卒業生として、母校の外国語教育について、アドバイスがあれば、書いてください。 
 
ご協力ありがとうございました。 
 言語選択： 
語学資格： 
海外留学： 
その他： 
  
 
